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■科 目 日本語表現法 ■講師名 清水秀子 

Ⅱ部 2 学年 前期 8 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 15 時間 講義 1 単位 

■学修概要 

歯科衛生士に求められる基本的な文章力、表現力を習得する。基礎的技法を習得し、臨床および公衆衛

生、または年齢対象別等さまざまな状況に十分に対応し得る表現力を培い実践できるようにする。 

■授業目的、到達目標 

・歯科衛生士に求められる基本的な文章力や表現力を習得する。 

・臨地・臨床実習で活用できる技法の習得を目指す。  

■授業方法 

講義、演習（グループワーク、グループディスカッション、発表） 

■教科書（書籍名・出版社） 

 講師による資料等で対応 

■成績評価・講義上の注意 

定期試験、出欠席、授業態度、課題の他、以下の項目による総合的な評価を行う。 

グループワーク・グループディスカッション ： グループとしての行動の内容、協力度、達成度 

  発表 ： 準医療従事者としての身だしなみや態度、発表の技術、発声、参加することへの積極性 

 

■実務経験 

 歯科医院での歯科衛生士業務の臨床に基づき、う蝕予防の知識と技術の習得を目的に授業を 

 展開する。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 文章作成① 

2 文章作成② 

3 文章作成③ 

4 文章作成④ 

5 臨地・臨床実習 自己紹介文作成 

6 臨地・臨床実習ノート 1 ： 基礎的な記入方法 

7 臨地・臨床実習ノート 2 ： 実習ノートの効果的な活用と記入方法 

8 定期試験 
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■科 目    歯科衛生統計 ■講師名 遠藤 浩正 

Ⅱ部 2 学年  前期 8 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 15 時間 講義 1 単位 

■学修概要 

歯科衛生士の臨床・地域保健活動に必要な歯科衛生統計の知識と活用法を学ぶ．併せて歯科保健医療に

関連する国家統計調査の概要を学び，李勝・地域保健の現場で活かせることを目指す 

■授業目的、到達目標 

①歯科衛生統計の概要を理解し，説明できる ②歯科関連指標を理解し，適切に応用できる 

③歯科保健医療に関連する国家統計調査の概要を理解し，説明できる 

■授業方法 

講義、板書ならびにスライド・動画などを活用する。また講義の最後に数問「振り返りテスト」を行い，当日

の講義内容を復習する． 

■教科書（書籍名・出版社） 

 最新歯科衛生士教本／歯･口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み 3 保健情報統計学  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

選択肢式試験を行う．講義スケジュールを事前に案内するので，教科書の予習をしておくこと 

■実務経験 

大学で口腔衛生学に関する臨床・教育・研究に従事した後，27 年間にわたり県庁・保健所で公衆衛生行政に

携わる．2024 年度より歯科衛生専門学校で「歯科衛生統計」の講義を担当． 

■授業計画（講義の流れ） 

1 統計学に触れてみよう 

2 グラフの基礎を知ろう 

3 保健情報の分析／歯科の指標（１） 

4 歯科の指標（２） 

5 歯科の指標（３） 

6 国家統計調査 

7 歯科衛生統計追補／全体の振り返り 

8 定期試験、解答解説 
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■科 目 衛生行政・社会福祉 ■講師  遠藤 浩正 

Ⅱ部２学年  後期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

歯科衛生士法を中心に歯科保健医療施策を実施する際の法律や、歯科保健医療に携わる医療関係職種の

現状、わが国の社会保障の実態、医療の動向などを捉える。 

■授業目的、到達目標 

歯科衛生士が業務に従事する際、必要な法令を学ぶとともに、衛生行政や社会福祉のしくみについて理

解することを目的とする。 

■授業方法 

講義を主体として行う。教科書の内容をまとめたスライドによる講義をする．講義の最後に数問「振り

返りテスト」を行い，当日の講義内容を復習する 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ／保健・医療・福祉の制度  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

記述式、選択肢式の期末テストにて評価 

■実務経験 

大学で口腔衛生学に関する臨床・教育・研究に従事した後，27 年間にわたり県庁・保健所で公衆衛生行

政に携わる．2024 年度より他の専門学校で「公衆衛生学」の講義を担当． 

■授業計画（講義の流れ） 

1 衛生行政の概要・法制概念 

2 歯科衛生士法① 

3 歯科衛生士法② 

4 歯科医師法、歯科技工士法、その他医療関係職種 

5 医療法 

6 薬事関連法規、地域保健関連法規 

7 医療保険制度 

8 年金保険、労働保険、生活保護 

9 介護保険制度 

10 高齢者福祉制度 

11 母子・児童福祉制度 

12 障害者福祉制度 

13 わが国の医療動向の統計 

14 まとめ 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯内療法学 ■講師名 金子 博寿 

Ⅱ部２学年 前期 １０コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 20 時間 講義 1 単位 

■学修概要 

歯内療法学では、歯髄疾患および根尖性歯周疾患の病態および治療方法を学修する。特に、歯髄保存 

領域に関する進歩は目覚ましく、教科書と世界基準の差異を学んでいただきたい。 

■授業目的、到達目標 

①歯髄・根尖性歯周組織疾患の分類と症状・検査法を説明できる。 

②歯髄の保存療法（覆髄法）ならびに除去療法を説明できる。 

③根尖性歯周組織疾患（感染根管）を説明できる。 

④根管治療に用いる器材の使用法を説明できる。 

⑤根管充填法を説明できる。 

⑥外科的歯内療法を説明できる 

■授業方法 

Keynote による講義 

 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ／保存修復学・歯内療法学  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

試験成績、出席、授業態度による総合評価 

 

■実務経験 

大学病院勤務後、歯科医院開業して 28 年。長年の臨床経験を教育に活かしていく。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 
1．歯内療法の概要：1-1 歯内治療学とは 1-2 象牙質知覚過敏症 

1-3 歯髄疾患 1-4 根尖性歯周疾患 1-5 歯内－歯周病変 1-6 歯内療法特有の検査と診断 

2 2．歯髄保存療法：2-1 歯髄保存療法とは 2-2 歯髄鎮痛消炎療法 2-3 覆髄法 

3 3．歯髄除去療法：3-1 歯髄除去療法とは 3-2 生活断髄法 3-3 抜髄法 

4 4．根管治療：4-1 根管治療の概要 4-2 根管治療の術式 

5 
5．根管充塡：5-1 根管充填の目的と時期 5-2 根管充填材 5-3 根管充填用器具 5-4 根管充填法 

5-5 根未完成歯の治療法（アペキソゲネーシス、アペキシフィケーション） 

6 6．外科的歯内療法：7-1 外科的歯内療法とは 7-2 外科的歯内療法の術式 

7 7．歯の外傷：8-1 歯の外傷とは 8-2 歯の外傷の分類と処置 8-3 脱離歯の保存法 

8 8．歯内療法における安全対策ほか：9-1 偶発事故の予防と対応法 9-2 根管治療後の歯冠修復治療 

9 9．歯内療法学の総括および定期試験対策 

10 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯周治療学 ■講師名 遠藤 弘康 

Ⅱ部２学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

本講義では、歯周疾患の病因論、診断、治療に関する講義を行い、その重要性を理解することにある。 

■授業目的、到達目標 

1. 歯周組織の構造と臨床所見について学習する。 

2. 歯周治療の実際について学習する。 

3. 歯周治療の流れと歯科衛生士の役割について理解を深めることを学習する。 

■授業方法 

講義・実習 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ／歯周病学   医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

総合評価 

■実務経験 

担当教員は、20 年以上の臨床・教育経験があり、日本歯科専門機構歯周病専門医の資格を有する。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 歯周治療とは 

2 正常な歯周組織の構造と機能 

3 歯周病の分類 

4 歯周治療の進め方 

5 歯周病の検査１ 

6 歯周病の検査２ 

7 歯周基本治療 

8 歯周外科治療 

9 歯周外科治療 

10 メインテナンス 

11 歯周治療における歯科衛生士の役割１ 

12 歯周治療における歯科衛生士の役割２ 

13 歯周治療における歯科衛生士の役割３ 

14 まとめ 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯科補綴学 ■講師名 西浦 英亀 

Ⅱ部２学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

・補綴装置の種類と構造について説明できる。歯科補綴治療の流れを理解する 

・歯科補綴治療において歯科衛生士に必要とされる知識を整理する 

 

■授業目的、到達目標 

 ・補綴装置の種類と構造について説明できる 

・歯科補綴治療の目的について説明できる。 

・実際の臨床で使用されることの多い材料、処置の手順について大まかに理解する。 

 

■授業方法 

 スライド 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ 歯科補綴学   医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

成績評価：出席状況、履修態度および定期試験の点数を総合的に評価する。 

講義上の注意：教科書を参考とし、復習を中心おこなってほしい。 

■実務経験 

日本大学歯学部歯科補綴第 I 講座に勤務。大学病院にて臨床経験あり。義歯に関する内容を分かりやすく

講義する。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 歯科衛生士が関わる補綴歯科治療 

2 補綴歯科治療の基礎知識① 

3 補綴歯科治療の基礎知識② 

4 補綴歯科治療における検査 

5 クラウンブリッジ① 

6 クラウンブリッジ② 

7 総義歯 

8 局部床義歯① 

9 局部床義歯② 

10 インプラント 

11 特殊な口腔内装置、器材の管理 

12 総論（授業の振り返り） 

13 試験対策 

14 予備日 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 口腔外科学 ■講師名 丹野 咲貴 

Ⅱ部２学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要  

口腔外科で取り扱う疾患及び全身疾患と口腔との関係を学ぶ。 

実際の歯科衛生士業務で必要な口腔外科的な基礎知識を修得する。 

■授業目的、到達目標 

顎・顔面・口腔領域に生じる疾患の原因・病態・病状・対応を知り、口腔外科小手術に対する準備や手 

順について理解する。 

■授業方法 

講義 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ／口腔外科･歯科麻酔  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

定期試験の採点結果を評価対象とする。 

なお、最終的な成績は、定期試験の 75％以上の多肢選択式客観試験問題の結果に基づくものとする。 

■実務経験 

総合病院の口腔外科、歯科大学病院の口腔外科で 12年間臨床経験。現在は歯科診療所に勤務。 

 口腔外科診療での経験を基に、本教科書と実際の臨床を結びつけるような学習が出来る様考えている。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 口腔領域の損傷：歯の外傷、顎骨骨折、軟組織の損傷 

2 口腔領域の先天異常・変形：歯・口腔軟組織の異常、唇顎口蓋裂 

3 口腔粘膜疾患：水疱形成、紅斑、びらん、潰瘍、白斑、色素沈着を主徴とする口腔粘膜疾患 

4 顎関節疾患：顎関節症、顎関節の外傷などの顎関節疾患 

5 口腔領域の炎症：歯周組織、顎骨、顎骨周囲組織の炎症 

6 口腔領域の嚢胞：顎骨内、軟組織に生じる嚢胞 

7 口腔領域の腫瘍：歯原性腫瘍、非歯原性腫瘍、前癌病変、腫瘍類似疾患 

8 唾液腺疾患：唾液腺の炎症、腫瘍など 

9 口腔領域の神経疾患：口腔領域の神経痛、神経麻痺、オーラルジスキネジア 

10 血液疾患と出血性素因：赤血球系、白血球系の疾患、出血性素因 

11 口腔・顔面に症状を現す症候群：形態異常や粘膜症状を表す症候群 

12 診察と診断・滅菌と消毒、インプラント治療 

13 創傷処置・口腔外科小手術・口腔出血に対する処置 

14 テスト前対策 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 小児歯科学 ■講師名  遠藤 智佳 

Ⅱ部２学年  通年 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

 小児歯科学は他の学科目と異なり包括医療を行い、その対象は成長発育の過程にある乳児から１８歳前ま

でと広いことから、多岐に亘る知識と他科との相互理解を必要とします。心身の成長と顎顔面、歯、口腔組織

並びに咀嚼、咬合の発達について、また、臨床実習へ進むための基本的な知識、技能、態度について概論

を学びます。 

■授業目的、到達目標 

 小児歯科診療に求められる歯科衛生士業務を実践できるようになるため、予防教育および包括的な歯科

診療補助について理解することを目的とする。 

■授業方法 

 教科書、配信資料を用いた講義 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生士講座／小児歯科学   永末書店 

■成績評価・講義上の注意 

期末試験と授業態度（出席状況、課題提出を含む）によって評価する。 

■実務経験 

担当教員は大学病院小児歯科学講座に所属しており、実務経験に基づいて臨床に沿った授業を展開する。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 概論、心身の発育 

2 頭蓋・顎顔面の発育 

3 歯の発育と異常、乳歯・幼若永久歯の特徴とう蝕 

4 歯列・咬合の発育と異常 

5 小児の歯科疾患 

6 小児歯科における診療体系 

7 患児への対応法 

8 小児歯科におけるう蝕予防と進行抑制 

9 小児歯科における局所麻酔法、小児の歯冠修復 

10 歯内療法 

11 実習（生活歯髄切断法のアシスタントワーク） 

12 外科的処置 

13 外傷の処置 

14 咬合誘導 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目   歯科矯正学 ■講師名 加藤 有美 

Ⅱ部２学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

矯正治療に必要となる不正咬合、診断、治療について学ぶ。 

また、矯正装置、矯正器具についても学ぶ 

■授業目的、到達目標 

不正咬合の成り立ちや矯正治療に必要な知識の習得を目的とする。 

■授業方法 

スライド、板書、動画視聴、実習など 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科矯正学（第 2 版）  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

 

■実務経験 

日本大学松戸歯学部矯正科に勤務経験あり。歯科医師向けセミナー講師の経験あり。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 成長発育 

2 成長発育、正常咬合 

3 正常咬合、不正咬合 

4 不正咬合の原因 

5 診断 

6 診断 

7 治療学 

8 治療学 

9 歯周組織と矯正力 

10 矯正力、口蓋裂、顎変形症、急患対応 

11 矯正装置 

12 矯正装置 

13 矯正器具 

14 矯正器具 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯科麻酔・全身管理学 ■講師名 佐々木貴大 古賀悠太  

Ⅱ部２学年  通年 15 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

安全な歯科治療に必要な、患者のバイタルサインや、麻酔法、患者管理法についての知識および技術を獲

得することを目標とする。 

■授業目的、到達目標 

１．安全な歯科治療に必要な、患者の全身状態（バイタルサイン）の把握と評価について学ぶ。   

２．歯科治療に伴う痛みやストレスを抑制するための麻酔法や患者管理法について理解する。   

３．高齢者や全身的疾患を有する患者の歯科治療時の注意点について学習する。   

４．緊急偶発症発現時の初期対応と救急蘇生法について学習する。 

■授業方法 

 講義・実習 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ 口腔外科学・歯科麻酔学 第 2 版 医歯薬出版株式会社 

 歯科衛生士パスポートＷｅｂ 全身管理・感染対策・訪問診療 メディア株式会社 

 歯科衛生学シリーズ 臨床検査 医歯薬出版株式会社 

■成績評価・講義上の注意 

平常試験および授業態度を総合的に評価 

■実務経験 

日本大学松戸歯学部歯科麻酔講座に勤務。大学病院にて臨床経験あり。歯科麻酔・救急蘇生学について授

業を行う。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 救急処置に必要な基礎知識 

2 バイタルサイン、生体情報モニタ 

3 生体検査（生理機能検査） 

4 検体検査Ⅰ（血液検査 1: 一般血液検査）検体検査Ⅱ（血液検査 ２: 血液凝固検査、血液型検査） 

5 歯科治療時における全身的偶発症 

6 検体検査Ⅲ（血液検査 ３ 免疫血清学的検査） 

7 心肺蘇生法Ⅰ 

8 心肺蘇生法Ⅱ（実習） 

9 全身状態評価 呼吸・循環機能の検査と評価 

10 全身状態評価 肝・腎機能の検査 

11 全身管理を必要とする疾患Ⅰ 

12 全身管理を必要とする疾患Ⅱ 

13 麻酔法Ⅰ【局所麻酔法・精神鎮静法】 

14 麻酔法Ⅱ【全身麻酔法】 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯科放射線学 ■講師名 岸本 瞳 

Ⅱ部２学年 前期 8 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 15 時間 講義 1 単位 

■学修概要 

歯科医業として日々行われている放射線検査がどのような位置づけにあるかを、原理的な事項から実践的

な手技を含めて講義を行う。 

■授業目的、到達目標 

放射線は歯科臨床において欠かすことのできない一分野であり画像機器の進歩に伴い診断における画像

検査の占める割合が増えつつある。しかしながら放射線は放射線障害という問題をかかえているために放

射線の利益および害を理解し、人体における放射線の生物学的影響や防護が重要となっている。これをふ

まえて将来歯科衛生士になるにあたり、自身の役割を認識し、放射線を安全かつ有効に扱えるようになる

ために必要な基礎知識を習得することを目的とする。 

■授業方法 

パワーポイントを用いたスライド形式 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生士講座／歯科放射線学  永末書店 

■成績評価・講義上の注意 

 成績は定期試験、平常試験、出席状況および受講態度等の総合評価をもって行う。 

■実務経験 

昨年度、貴校にて講師経験あり 

日本大学松戸歯学部 3 年生の一部実習担当 

 

■授業計画（講義の流れ） 

1 歯科医療と放射線（概論）と放射線の性質と人体への影響 

2 写真処理と画像管理 

3 口内法エックス線検査 

4 パノラマエックス線検査 

5 その他、歯科領域で用いられる検査 

6 画像診断の臨床応用 

7 放射線治療（まとめ） 

8 定期試験、解答解説 
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■科 目 高齢者歯科学 ■講師名 下山 和弘 

Ⅱ部２学年 後期 １０コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 20 時間 講義 1 単位 

■学修概要 

超高齢社会を迎え、高齢者の QOL の維持・向上のための歯科からの対応は喫緊の課題である。歯科医

療・保健・福祉に関する包括的な学習を行い、高齢者の心身に関する総合的な理解に基づく口腔健康管理

の知識・技術を習得する。 

■授業目的、到達目標 

 わが国では高齢化が進んでおり、高齢者の健康管理が課題となっている。高齢者歯科学の分野では口腔

機能を維持・向上させることが大きなテーマとなっている。高齢者の口腔健康管理に必要な知識を修得し、

チーム医療の中で高齢者の QOL の維持・向上に貢献できる能力を身につける。高齢者をとりまく社会と

環境、加齢による身体的・精神的変化と疾患、高齢者の状態の把握、摂食嚥下リハビリテーション、口腔

健康管理について学習する。 

■授業方法 

講義 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／高齢者歯科学 医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

 学習態度および定期試験の点数で評価を行う。 

 今まで学んできた各教科の知識を前提に講義を行われる。 

■実務経験 

東京医科歯科大学大学院・歯学部および歯学部附属病院にておよそ 40 年間、教育・臨床を行った。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 高齢者をとりまく社会と環境 

2 加齢に伴う身体的機能の変化 

3 高齢者の精神・心理的変化 

4 高齢者の状態の把握 

5 高齢者に多い全身疾患・障害および口腔疾患（１） 

6 高齢者に多い全身疾患・障害および口腔疾患（２） 

7 高齢者に多い全身疾患・障害および口腔疾患（３） 

8 摂食嚥下リハビリテーション（１） 

9 摂食嚥下リハビリテーション（２）、口腔健康管理 

10 定期試験、解答解説 
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■科 目 障害者歯科学 ■講師名 下山 和弘 

Ⅱ部２学年 後期 ８コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 15 時間 講義 1 単位 

■学修概要 

スペシャルニーズ・障害を有する人を対象とする口腔の健康の維持・向上に関する知識・技術を習得す

るとともに、種々の専門職種との協働をはかり、生活支援、社会参加、QOL の維持・向上に寄与する知識・

技術を習得する。 

■授業目的、到達目標 

 スペシャルニーズのある人たちへの専門性の高い医療・保健が求められている。スペシャルニーズのあ

る人たちの口腔の健康の維持・回復が健康の増進や社会参加に関わっている。障害の概念、歯科医療で特

別な支援が必要な疾患、コミュニケーションの方法、行動調整法、摂食嚥下リハビリテーション、健康支

援について、専門職として必要とされる基本的な知識を習得する。 

■授業方法 

講義 

■教科書（書籍名・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／障害者歯科学  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

 学習態度および定期試験の点数によって評価を行う。 

 今まで学んできた各教科の知識を前提に講義が行われる。 

■実務経験 

東京医科歯科大学大学院・歯学部および歯学部附属病院にておよそ 40 年間、教育・臨床を行った。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 障害の概念 

2 コミュニケーションの方法、行動調整法 

3 神経発達症群 

4 運動障害（１） 

5 運動障害（２） 

6 感覚障害、音声言語障害 

7 精神および行動の障害、摂食嚥下障害とリハビリテーション、健康支援 

8 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯科予防処置Ⅲ ■講師名  清水 秀子 

Ⅱ部 2 学年 前期 15 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

 う蝕に関する知識を深め、う蝕予防をより多角的に捉え実践的な知識と技術を修得する。 

患者のリスクに応じたう蝕予防プログラムの立案と、フッ化物の応用、患者に指導・提案できる力を 

習得する。 

■授業目的、到達目標 

・う蝕の原因およびう蝕予防の知識と技術を習得する。 

・フッ化物によるう蝕予防の知識と技術を身につける。 

・ライフステージやカリエスリスクに応じたう蝕予防法を考える。 

・各う蝕活動性試験の種類や方法を理解し、その結果から患者に応じたう蝕予防法まで繋げて考える。 

■授業方法 

講義・実習 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ／歯科予防処置論・歯科保健指導論   医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

  定期試験、授業・実習態度、提出物、出席状況により総合的に評価する。 

■実務経験 

歯科医院での歯科衛生士業務の臨床に基づき、う蝕予防の知識と技術の習得を目的に授業を 

展開する。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 う蝕の原因と予防① 

2 う蝕の原因と予防② 

3 フッ化物の応用 講義① 

4 相互実習事前学習 

5 
フッ化物歯面塗布①（相互実習） 

6 

7 
フッ化物歯面塗布②（相互実習） 

8 

9 フッ化物洗口法 

10 フッ化物配合歯磨剤 

11 フッ化物まとめ 

12 フッ化物の応用 講義② 

13 小窩裂溝填塞法 講義 

14 小窩裂溝填塞法 実習 

15 期末試験、解答解説 
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■科 目 歯科予防処置Ⅳ ■講師名  清水 秀子 渡邉 真菜 

Ⅱ部 2 学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 実習 1 単位 

■学修概要 

 歯科疾患の予防をより多角的に捉え実践的な知識と技術を修得し、患者のリスクに応じたプログラムの

立案や、患者に指導・提案できる力を習得する。また、歯周病予防における、より実践的な技術を習得

する。 

■授業目的、到達目標 

・各う蝕活動性試験の種類や方法を理解し、その結果から患者に応じたう蝕予防法まで繋げて考える。 

・歯周病予防における技術と適切な検査法を習得する。 

■授業方法 

 講義・実習 

■教科書（書籍名・出版社） 

歯科衛生学シリーズ／歯科予防処置論・歯科保健指導論   医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

  定期試験、授業・実習態度、提出物、出席状況により総合的に評価する。 

■実務経験 

清水：歯科医院での歯科衛生士業務の臨床に基づき、う蝕予防の知識と技術の習得を目的に授業を 

   展開する。 

渡邉：専任教員として当校に勤務した後、現在は一般歯科・小児歯科・予防歯科を中心に臨床で勤務し

ている。臨床の他、歯科医院でのセミナーや動物専門学校で実習・講義などを行う。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 う蝕活動性試験① 

2 う蝕活動性試験② 

3 う蝕活動性試験③ 

4 う蝕活動性試験④ 

5 う蝕予防計画① 

6 う蝕予防計画② 

7 【相互実習】超音波スケーラー・歯面研磨① 

8 【相互実習】超音波スケーラー・歯面研磨② 

9 【相互実習】超音波スケーラー・歯面研磨③ 

10 【相互実習】超音波スケーラー・歯面研磨④ 

11 【相互実習】歯周組織検査・スケーリング① 

12 【相互実習】歯周組織検査・スケーリング② 

13 【相互実習】歯周組織検査・スケーリング③ 

14 【相互実習】歯周組織検査・スケーリング④ 

15 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯科保健指導Ⅱ ■講師名 藤田 幸子 

Ⅱ部 2 学年 後期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

1.歯科保健指導論Ⅰで学んだことを基礎として、対象に応じた歯科衛生教育活動の場を把握し、必要な知

識、技術および態度を修得する。 

2.口腔機能低下や障害に対して、口腔機能管理と指導を行うために必要な専門的知識、技術および態度を

修得する。 

■授業目的 

1.地域歯科保健における健康教育や保健指導の概要を説明できる。 

2.症例から歯科衛生過程を進めることができる。 

3.摂食嚥下機能の基礎を学ぶことで、３年次の摂食嚥下リハビリテーションの学習に繋げることができる。 

■授業方法 

 講義・演習・実習 

■教科書（書籍名・著者・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科予防処置論・歯科保健指導論 第 2 版 医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

 総合評価（筆記試験、出欠席、授業態度、実習態度、レポート） 

■実務経験 

歯科衛生士として歯科医院、介護支援専門員（ケアマネージャー）として高齢者施設での実務経験を持つ。

その実績に基づいた幅広い視点からⅠ部、Ⅱ部で歯科保健指導を担当する。 

■授業計画（講義の流れ） 

１ 地域歯科保健活動の概要 

２ 地域歯科保健活動①（各フィールドの理解） 

３ 地域歯科保健活動②（保育所・幼稚園） 

４ 地域歯科保健活動③（学校） 

５ 地域歯科保健活動④（事業所） 

６ 地域歯科保健活動⑤（保健所・市町村保健センター） 

７ 地域歯科保健活動⑥（地域・病院・施設） 

８ 地域歯科保健活動まとめ 

９ 歯科衛生過程演習①（歯科衛生アセスメント～歯科衛生診断） 

10 歯科衛生過程演習②（歯科衛生計画立案～歯科衛生評価） 

11 摂食嚥下リハビリテーションの概要 

12 摂食嚥下リハビリテーション 基礎演習 

13 歯科保健指導Ⅱまとめ① 

14 歯科保健指導Ⅱまとめ② 

15 定期試験、解説 
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■科 目 歯科保健指導Ⅲ ■講師名 清水 秀子 

Ⅱ部 2 学年 後期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 演習 1 単位 

■学修概要 

1 年次の歯科保健指導Ⅰの学習内容と臨床実習で習得した知識をもとに、ライフステージにあった口腔

衛生活動を行うための指導技術を体得する。 

 

■授業目的 

歯科保健指導及び歯科衛生教育の基礎的技法を修得し、臨床および公衆衛生または年齢対象別に 

さまざまな状況に十分対応し得る能力を培い、実践できるようにする。 

■授業方法 

 講義、グループワーク、グループディスカッション、媒体作成、発表 

■教科書（書籍名・著者・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科予防処置論・歯科保健指導論  医歯薬出版 

 

■成績評価・講義上の注意 

  ・保健指導の技術（伝わりやすい発声、言葉選び、表情など） 

  ・対象者の年齢に合わせた配慮 

  ・口腔衛生活動における指導の完成度 

■実務経験 

 歯科医院での歯科衛生士業務の臨床に基づき、う蝕予防の知識と技術の習得を目的に授業を 

 展開する。 

■授業計画（講義の流れ） 

１ 保育園口腔衛生活動実施目的 

２ 小児の発達段階を考える 

３ 指導案作成① 

４ 指導案作成② 

５ 台本・媒体作成① 

６ 台本・媒体作成② 

７ 台本・媒体作成③ 

８ 発表練習 

９ 発表練習 

10 指導練習（発表とフィードバック） 

11 指導練習（発表とフィードバック） 

12 修正・練習 

13 修正・練習 

14 最終発表・評価 

15 指導案、台本の修正と完成 
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■科 目 歯科診療補助Ⅲ ■講師名 猪島恵美子 

Ⅱ部２学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

 歯科診療の補助を行える歯科衛生士になるために必要な基本知識をつけ、医療人としての心構えを理解

し、臨床における補助実習を行うことで技能と態度を修得する。 

■授業目的、到達目標 

 ・歯科衛生士が行う歯科診療の補助の概念を説明できる 

 ・各臨床科目（保存修復、歯内療法、歯周療法、口腔外科、歯科補綴）に沿った歯科診療の補助を実践

できる 

 ・対象者に合わせた口腔機能管理を模倣できる 

■授業方法 

 講義、実習 

■教科書（書籍名・著者・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科診療補助論 第２版 医歯薬出版 

臨床科目（歯科衛生学シリーズ/医歯薬出版、歯科衛生士講座/永末書店） 
 

■成績評価・講義上の注意 

 授業態度、実習態度、出席状況、提出物、定期試験の総合評価 

■実務経験 

 一般歯科医院での歯科衛生士業務の実務経験があり、かつ歯科衛生士学校の専任教員として基礎実習の

担当も行っている。全国歯科衛生士教育協議会では教育委員を務めており、日本歯科衛生教育学会、日本

歯科衛生学会に所属している。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 保存修復の診療補助①（コンポジットレジン修復） 

2 保存修復の診療補助②（インレー修復、グラスアイオノマー修復） 

3 保存修復の診療補助③（術式、Tooth wear） 

4 保存修復の診療補助④（修復物の研磨） 

5 歯内療法の診療補助①（歯内療法器具の名称・用途） 

6 歯内療法の診療補助②（歯内療法の診療補助） 

7 歯周療法の診療補助①（歯周療法における歯科衛生士の役割） 

8 歯周療法の診療補助②（歯周療法の診療補助） 

9 口腔外科の診療補助①（口腔外科器具の名称・用途） 

10 口腔外科の診療補助②（口腔外科器具の取り扱い、周術期口腔機能管理） 

11 口腔外科の診療補助③（個人防護具の着用、口腔外科補助時の衛生管理） 

12 歯科補綴の診療補助①（歯科補綴用器具の名称・用途） 

13 歯科補綴の診療補助②（補綴治療での診療補助） 

14 歯科補綴の診療補助③（補綴治療患者の口腔健康管理） 

15 定期試験 解答解説 
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■科 目 歯科診療補助Ⅳ ■講師名 猪島恵美子 

Ⅱ部２学年 前期 ２０コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 40 時間 実習 1 単位 

■学修概要 

 歯科診療の補助を行える歯科衛生士になるために必要な基本知識をつけ、医療人としての心構えを理解

し、臨床における補助実習を行うことで技能と態度を修得する。 

■授業目的、到達目標 

・歯科衛生士が行う歯科診療の補助の概念を説明できる 

 ・各臨床科目（歯科補綴、歯科矯正、小児歯科、歯科放射線、高齢者歯科、障害者歯科、臨床検査）に

沿った歯科診療の補助を実践できる 

・対象者に合わせた口腔管理を模倣できる 

■授業方法 

 講義、実習 

■教科書（書籍名・著者・出版社） 

 歯科衛生学シリーズ／歯科診療補助論 第２版   医歯薬出版 

臨床科目（歯科衛生学シリーズ/医歯薬出版、歯科衛生士講座/永末書店） 
 

■成績評価・講義上の注意 

 授業態度、実習態度、出席状況、提出物、定期試験の総合評価 

■実務経験 

 一般歯科医院での歯科衛生士業務の実務経験があり、かつ歯科衛生士学校の専任教員として基礎実習の

担当も行っている。全国歯科衛生士教育協議会では教育委員を務めており、歯科衛生教育学会、歯科衛生

学会に所属している。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 歯科補綴の診療補助④（プロビジョナルレストレーション①） 

2 歯科補綴の診療補助⑤（プロビジョナルレストレーション②） 

3 歯科矯正の診療補助①（歯科矯正用器具の名称・用途） 

4 歯科矯正の診療補助②（歯科矯正患者の口腔健康管理） 

5 小児歯科の診療補助①（小児への歯科的対応） 

6 小児歯科の診療補助②（行動療法、抑制法、口腔内写真） 

7 歯科放射線の診療補助①（口内法） 

8 臨床検査①（血糖値測定、唾液検査） 

9 臨床検査②（血圧測定、脈拍測定、血中酸素飽和度測定） 

10 高齢者歯科の診療補助①（高齢者の特徴と歯科的対応） 

11 高齢者歯科の診療補助②（歯科訪問診療） 

12 有病者の歯科診療補助①（全身管理とモニタリング） 

13 障害者歯科の診療補助①（障害者の特徴と対応） 

14 ライフステージごとの診療補助（ライフステージごとの対応） 

15 共同動作①（アシスタントワーク実践） 

16 共同動作②（アシスタントワーク実践） 

17 共同動作③（アシスタントワーク実践） 
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18 共同動作④（アシスタントワーク実践） 

19 共同動作⑤（アシスタントワーク実践） 

20 定期試験、解答解説 
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■科 目 歯科材料学Ⅱ ■講師名 青柳 有祐 

 Ⅱ部 2 学年 前期 8 コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 15 時間 講義 1 単位 

■学修概要 

歯科診療に使用する歯科材料のそれぞれの特性・用途およびその取扱いについて， 

歯科衛生士としての必要な知識の習得を目的とする． 

■授業目的，到達目標 

歯科医療従事者として必要な歯科材料の取り扱いとその基礎知識を理解する． 

歯科材料の取り扱い説明書の内容を理解する知識を得る． 

診療補助の場で的確な作業・行動と歯科材料の取り扱いを習得する． 

■授業方法 

講義： 教科書，クラスルームでのウェブ資料配布，ＰＣにより解説を行う． 

■教科書（書籍名・出版社） 

 最新歯科衛生士教本／歯科材料  医歯薬出版 

■成績評価・講義上の注意 

 定期試験・追再試験の成績、小テスト，出欠状況および講義態度を評価対象とし， 

 総合判断を行い評価とする． 

■実務経験 

 日本歯科大学歯科理工学講座所属の歯科医師（非常勤講師）で歯科理工学の教育経験は 10 年以上 

であり臨床及び大学での経験を基に材料の取り扱いについて講義を行う。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 
保存修復の歯科材料（歯の直接修復） 

う蝕治療における基本的な修復材料と、歯質との接着メカニズムを学ぶ。  

2 
補綴治療の歯科材料（歯冠・欠損修復） 

クラウンやブリッジ、義歯などの製作・装着に関わる材料の特性と加工法を理解する。  

3 
歯内・歯周治療の歯科材料（組織の保存と再生）  

根管内や歯周ポケットなど、生体組織に直接作用する材料の生体適合性を学ぶ。 

4 
口腔外科の歯科材料（外科処置とインプラント）  

抜歯や小手術、顎骨へのアプローチで使用する外科用材料の役割と特性を学ぶ。  

5 
歯科矯正の歯科材料（歯の移動と固定）  

歯に持続的な矯正力を加えるための各種材料の物理的性質（弾性や形状記憶など）を理解する。 

6 
【実習】印象材の相互実習①（基本操作） 学生同士で相互にアルジネート印象採得を行い、生体

での材料の振る舞いと基本的な手技を身につける。 模型実習、口腔内操作、アルジネート練和 

7 

【実習】印象材の相互実習②（臨床応用と総括） より臨床に即した実践的な相互実習を行い、

患者への配慮（嘔吐反射や苦痛の軽減）と精度の向上を目指す。相互実習（応用）、嘔吐反射への配

慮、患者コミュニケーション、印象の評価、感染予防対策 

8 定期試験 

 

 



授業計画（シラバス） 

 

22 

 

■科 目    臨床・臨地実習Ⅰ ■指導教員  各歯科医院の歯科医師、歯科衛生士 

■時 期  Ⅱ部２学年 後期 火・水・金         ■時間数   総時間 450 時間  臨実 10 単位 

■一般目標（GIO） 

歯科診療所における臨床実習を通して歯科衛生士の役割を理解する。また、医療現場に立った際に必要と 

される知識と技術にとどまらず、コミュニケーション能力を養う。 

■臨床実習施設    歯科診療所 

■参考図書等   臨床実習要領 

■成 績 評 価   臨床実習評価表、臨床実習ノート、出席状況により総合的に評価する。 

■学習計画 一般目標(GIO) 到達目標(SBOS) 

1 クール 

10 月～12 月 

  

  

 

 

2 クール 

1 月～3 月 

 

履修した講義・実習により習得した基

礎的な知識・技術を理論的に整理し、

医療従事者の指導の下に歯科予防処

置、歯科診療補助、歯科保健指導の理

解を体系的に深める。 

また、患者や歯科医療に携わる方々と

の触れ合いの中から人間的な修練を

積み、社会が期待する歯科衛生士とな

る基礎を築くことを目標とする。 

①各診療の流れや手順を理解する 

②各診療に必要な器具・器材の準備を補助する 

③各診療に用いられる薬剤・材料の使用を補助する 

④各診療の補助を模倣する 

⑤清潔・不潔を区別する 

⑥スタンダードプリコーションを見学する 

⑦医療廃棄物について説明する 

⑧一般廃棄物と医療廃棄物を分別する 

⑨器具・機材の滅菌を補助する 

⑩安全な器具の受け渡しを見学する 

⑪抜歯について目的・手順・使用器具を述べる 

⑫スケーリングを補助する 

⑬スケーリングを模倣する 

⑭口腔清掃指導を見学する 

⑮口腔清掃指導を模倣する 

⑯歯面清掃を補助する 

⑰歯面清掃を模倣する 

⑱フッ化物歯面塗布を補助する 

⑲小窩裂溝塡塞を見学する 

⑳歯科医師、歯科衛生士の指示を受け患者の誘導をする 

○21患者とコミュニケートする 

○22患者への配慮をする 

㉓対象者に合わせた歯科保健行動について説明する 

㉔多職種と連携をとる 
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■科 目 総合講座Ⅱ ■講師名 清水 秀子 

Ⅱ部 2 学年 前期 １５コマ（1 ｺﾏ 90 分授業） 総時間 30 時間 講義 2 単位 

■学修概要 

国家試験の対策として 1 年生で学んだ内容の復習し知識の定着を図る。また臨床実習で必要な臨床科目

についてもさらに整理・総まとめを行う。 

■授業目的、到達目標 

 歯科医学の基礎、臨床へと繋がる一連の学問体系の中で、臨床に有用な知識の定着と国家試験合格に向

けてわからないことを解決する方法を身に着ける。 

■授業方法 

講義・演習 

■教科書（書籍名・出版社） 

 各種教科書 

歯科衛生士書き込み式学習ノート①～④ / 医歯薬出版 

①専門基礎科目編  ②社会歯科系科目編  ③臨床科目編〈上〉 ④臨床科目編〈下〉 

■成績評価・講義上の注意 

授業態度、出席状況、提出物の総合評価 

■実務経験 

 歯科医院での歯科衛生士業務の臨床に基づき、う蝕予防の知識と技術の習得を目的に授業を 

 展開する。 

■授業計画（講義の流れ） 

1 専門基礎科目編の復習① 

2 専門基礎科目編の復習② 

3 専門基礎科目編の復習③ 

4 専門基礎科目編の復習④ 

5 専門基礎科目編の復習⑤ 

6 社会歯科系科目編の復習① 

7 社会歯科系科目編の復習② 

.8 臨床科目編① 

.9 臨床科目編② 

10 臨床科目編③ 

11 臨床科目編④ 

12 臨床科目編⑤ 

13 臨床科目編⑥ 

14 臨床科目編⑦ 

15 定期試験、解答解説 

 


